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発展し行動する年

に
市議会議長　北村庄嗣

エ
リ
ヤ
市
、
咸
陽
市
と
の
友
好
都
市
提
携
が
結
ば
れ
、
文
化
国

際
都
市
と
し
て
大
き
く
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
更
に
黄
槃
公
園
体
育
館
、
地
域
市
民
セ
ヶ
タ
ー
の
建

設
、
ま
た
、
商
工
・
伝
統
産
業
の
振
興
を
目
指
し
た
産
業
会
館

が
完
成
す
る
な
ど
、
市
勢
発
展
の
為
の
施
設
整
備
の
充
実
が
図

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
日
の
財
政
状
況
は
、

国
・
地
方
を
問
わ
ず
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
こ
の
期
に
あ
り
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
議
決
機

関
と
し
て
創
意
工
夫
を
重
ね
、
市
民
生
活
向
上
の
為
に
全
力
を

傾
注
し
て
参
る
所
存
で
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
Ｌ
Ｖ
ｌ
-
ｒ

ご
ざ
い
ま
す
。
昭
和
六
十
二
年
の
輝
か
し
い

新
春
を
迎
え
、
市
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
広
野
公

民
館
の
開
館
、
公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
開

始
な
ど
都
市
基
盤
整
備
が
進
む
中
、
ヌ
ワ
ラ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市長　池本正夫

効
率
的
行
政
を
め
ぎ
し
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る

中
で
、
広
野
地
区
公
民
館
の
開
設
、
公
共
下
水
道
の
一
部
通
水

開
始
な
ど
、
活
力
あ
る
街
づ
く
り
を
推
進
出
来
た
こ
と
は
、
喜

び
に
た
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
や
咸
陽
市
と
の

友
好
都
市
提
携
は
、
国
際
都
市
に
飛
躍
す
る
基
礎
づ
く
り
に
な

る
も
の
と
存
し
ま
す
。
さ
て
、
い
よ
い
よ
京
都
国
体
も
来
年
に

迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
天
の
成
功
に
向

け
、
あ
ら
ゆ
る
条
件
整
備
や
気
運
の
盛
り
上
げ
に
全
力
を
あ
げ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
い
て
、
公

共
下
水
道
や
道
路
建
設
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
産

業
会
館
の
建
設
、
黄
槃
公
園
体
育
館
や
お
ぐ
ら
地
域
巾
民
セ
ン

タ
ー
の
着
工
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
て
参
る
所
存
で
す
。

　
今
後
共
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

刄
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
全
国
的
な
円
高
不
況
や
国

の
財
政
悪
化
は
、
本
市
で
も
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、

675
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に
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た

″
″
．
と
に
栽
心

　
　
　
－
ｔ
ｌ
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目
標
に
向
け
て

　
　
　
積
み
重
ね

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
蔵
ク
ラ
ブ
は
。

木
幡
中
学
佼
区
に

住
む
家
庭
婦
人
で

構
成
す
る
マ
マ
さ

ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
で
、
今
年

十
年
目
を
迎
え
ま

す
。
　
昨
年
は
、
宇
治

巾
家
庭
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、

念
願
の
初
曖
勝
を

蔵
ク
ラ
ブ

手
に
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
結
成
時

か
ら
の
代
表
で
、
め
る
船

ん
は
、
「
普
通
の
主
婦
の
、

一
つ
の
目
標
に
向
け
た
積
み
収
ね
が
、

今
日
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
Ｌ
げ
た
。

今
が
最
鳥
の
チ
ー
ム
」
と
声
を
邨
ま

せ
ま
す
。

　
二
十
七
歳
か
ら
川
１
　
三
歳
ま
で
の

マ
マ
さ
ん
た
ち
十
三
人
が
、
毎
週
火

曜
日
と
金
曜
日
の
午
後
じ
時
牛
か
ら

二
時
間
、
御
幟
山
小
学
校
と
に
奉
幡
中

学
校
の
休
育
館
を
交
に
堕
に
什
り
て
、

練
習
を
付
っ
て
い
ま
す
べ
試
介
も
‐

曜
‐
が
多
い
の
で
、
家
族
の
協
力
が

無
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
」
と
ク
ラ
ブ

員
。
三
月
の
京
都
府
民
ト
リ
ム
の
つ

ど
い
を
控
え
て
、
練
桝
に
も
一
段
と

熱
が
入
り
ま
す
。

　
本
市
て
は
、
市
民
９
　
合
体
育
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ボ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活

動
、
家
庭
婦
人
対
象
の
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
や
、
高
齢
者
対
象
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
全
市
民
あ
げ
て
楽

し
む
ス
ホ
ー
ツ
ま
つ
り
の
催
し
、
そ
の
外
各
種
競
技
大
会
の
開
催
な
ど
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行

い
、
そ
の
参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
来
て
い
ま
す
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
強
健
な
心
身
の
発
達
を
促
し
、

人
問
性
を
農
か
に
す
る
と
共
に
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
　
。
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宇
治
市
”
の
実
現
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
ょ
う
　
新
春
に
あ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

　
ま
た
毎
年
、
駅
伝
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
外

府
下
で
唯
一
の
飛
び
込
み
教
室

　
府
立
山
城
総
合
連
動
公
園
（
太
陽

が
匯
）
で
は
、
昨
年
六
月
に
京
都
で

初
の
飛
び
込
み
プ
ー
ル
が
完
成
し
、

じ
月
に
は
「
少
年
少
女
飛
び
込
み
教

室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、
広
さ
が
縦

ニ
ト
メ
ー
ト
ル
、
横
ニ
ト
ニ
メ
ー
ト

ル
で
水
深
が
五
こ
Ｉ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

鳥
さ
が
ト
メ
ー
ト
ル
、
ヒ
‘
五
メ
ー

ト
ル
、
丘
メ
ー
ト
ル
の
高
飛
び
込
み

台
各
一
台
と
鳥
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
一

メ
ー
ト
ル
の
飛
び
板
ざ
三
台
を
備
え

て
い
ま
す
。

　
　
「
少
年
少
女
飛
び
込
み
教
室
」
は
、

京
都
府
が
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
の
一

環
と
し
て
、
ｆ
供
た
ち
を
対
象
に
開

目覚ま

しい活

躍
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い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
教
室
に
参
加
し
た
馬
竹
美
穂

さ
ん
（
神
明
小
六
年
‘
は
、
「
お
母
さ

ん
か
ら
勧
め
ら
れ
参
加
し
た
、
始
め

は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
次
第
に
慣
れ

て
行
っ
た
、
辰
初
は
Ｉ
メ
ー
ト
ル
の

鳥
さ
か
ら
始
め
、
最
後
は
七
・
八
メ

ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
飛
び
込
み
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
４
の
先
生

も
。
厳
し
い
け
れ
ど
優
し
く
、
今
年

も
ぜ
ひ
行
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
来
年
の
京
邪
国
体
夏
季
大
会
で
は
、

飛
び
込
み
腫
‐
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

目覚ましい活躍

槙島中学校

陸上部

　
宇
治
市
立
相
島
中
学
校
（
永
谷
柄

川
校
長
）
の
陸
Ｌ
部
は
、
昭
和
に
几
十

七
年
四
月
の
開
校
と
同
時
に
創
部
。

　
最
初
二
、
三
人
だ
っ
た
部
‐
も
、

今
で
は
男
子
二
十
五
人
、
女
子
十
人
、

介
計
三
十
五
人
の
大
所
帯
に
増
え
、

毎
日
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

の
部
Ｕ
も
交
え
、
駅
伝
部
を
結
成
し

人
会
に
備
え
ま
す
。

　
兄
の
よ
う
な
陸
ト
こ

司
教
諭
の
、
ユ
ー
モ
ア
の
内
に
も
熱

心
な
コ
ー
チ
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も

生
ま
れ
て
行
き
ま
す
。

　
昨
年
は
、
開
校
五
年
‐
に
し
て
、

人
橋
立
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
、
京
都

府
中
学
駅
は
競
心
人
会
で
、
女
’
ト
の

部
が
俊
勝
、
男
ｆ
の
部
も
準
優
勝
に

岬
き
ま
し
た
。
同
人
会
に
は
、
外
に

北
宇
治
中
学
杖
の
女
子
チ
ー
ム
、
広

野
中
学
校
の
男
子
、
女
子
の
両
チ
ー

ム
が
出
場
す
る
な
ど
、
本
市
の
中
学

生
の
陸
上
競
技
力
の
向
上
に
は
、
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

677

宇
治
市

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
を
通

じ
て
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
り
、
よ
き
社
会
人

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
市
内
各
地
域
に
お
い
て

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
本
部
に
登
録
を
す

る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
四
十
九
団
を
数
え
、
ク
ラ
ブ
員

総
数
は
二
千
六
百
人
に
な
り
ま
す
。

：ノフ陽聘翼琴郷卿

思
い
や
り
と
友
情
の
輪

　
　
リ
ト
ル
・
サ
ー
バ
ル
ズ
少
女
ソ
フ
ト

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
リ
ト
ル
ー
サ
ー
バ
ル
ズ
少
女
ソ
フ

ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昭
和
五
十

二
年
に
結
成
。
四
年
前
に
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
種
目
と
し
て
は
初
め
て
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
南
部
小
学
校
、
気
道
小
学

杖
な
ど
の
二
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で

の
児
囃
二
十
八
人
が
、
土
曜
日
・
日

曜
日
の
練
習
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
迦
動
へ
の
参
加

や
、
親
子
試
八
∵
介
宿
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
ー
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
行
外

も
幟
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　
「
試
合
の
勝
ち
負
け
よ
り
も
、
縦

割
り
集
団
の
巾
で
、
思
い
や
り
と
か

友
情
を
育
て
て
欲
し
い
。
今
年
か
ら

は
少
年
チ
ー
ム
の
育
成
も
Ｌ
と
、
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
十
年
日
の
奥
野

賢
二
さ
ん
。

　
部
目
い
た
ち
は
、
「
試
介
に
勝
っ
た
時

は
う
れ
し
い
し
、
負
け
た
ら
悔
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
頑
恨
り
た
い
Ｌ
と
意
欲

内
。

ｒ　
昨
年
の
鳥
校
総
体
で
優
勝
し
た
宇

治
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
も
、
二

人
の
出
身
嗇
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍

す
る
な
ど
、
若
い
芽
は
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
ま
す
。

親と子のふれあい

巨椋サッカー

　　スポーツ少年団

　
巨
椋
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
昭
和
五
十
二

年
十
月
に
結
成
さ

れ
、
今
年
で
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。

現
在
、
北
小
介
小

学
校
の
児
童
を
中

心
に
、
小
介
・
南
小
介
・
西
小
介
小

学
校
の
兜
童
、
北
宇
治
中
学
校
の
生

徒
な
ど
百
五
十
人
の
団
貝
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
指
導
に
は
、
代
表
の
和
田
義
孝
さ

ん
を
始
め
六
人
の
コ
ー
チ
が
当
た
り
、

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
に
各
二
時

間
の
練
習
と
。
夏
休
み
に
は
網
野
で

二
泊
三
日
の
合
宿
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
団
の
目
標
は
、
公
式
試
合
や
交
流

試
合
を
通
じ
て
。
サ
ッ
カ
ー
や
学
校

の
勉
強
以
外
で
も
学
ぶ
こ
と
の
広
さ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
休
で
知
る
こ

と
、
親
子
大
会
な
ど
で
親
と
子
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
小
介
地
区
の
様
々
な
協

力
が
あ
り
、
地
区
全
体
の
交
流
に
も

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。
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市
内
初
め
て
の
自
動
車
専
用
道

路
ヱ
只
Ｅ
バ
イ
パ
ス
”
建
設
工
事

は
、
六
十
三
年
京
都
国
体
開
催
ま

で
の
完
成
を
目
指
し
、
着
々
と
進

行
。
そ
の
進
ち
ょ
く
率
は
、
五
七

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
春
に
は
、
宇
治
ト
ン
ネ
ル
（
二

尾
～
菟
道
）
が
貫
通
す
る
予
定
で

す
。
そ
し
て
、
宇
治
川
橋
（
槙
島
町
）

架
設
工
事
も
ま
も
な
く
開
始
さ
れ

る
な
ど
、
新
し
い
動
脈
道
路
の
完

成
は
間
近
に
迫
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
大
久
保
地
域
で
は
、
昭

和
五
十
九
年
九
月
の
着
工
以
来
順

調
に
工
事
が
進
む
近
鉄
大
久
保
駅

付
近
鉄
道
高
架
事
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
六
十
一
年
度
末
で
そ
の

進
ち
ょ
く
率
は
総
事
業
の
左
ハ
％
。

本
年
秋
♀
月
ご
ろ
）
に
は
、
本
線

へ
の
切
ぴ
替
え
も
終
了
し
、
近
鉄

大
久
保
高
架
駅
の
営
業
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
大
久
保

停
車
場
線
、
東
西
側
道
な
ど
、
関

連
道
路
の
整
備
も
、
京
都
国
体
開

催
ま
で
に
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
近
鉄
線
高
架
事
業
を
契
機

に
、
周
辺
地
区
の
再
開
発
に
向
け

て
の
大
久
保
駅
周
辺
地
区
整
備
計

画
案
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の

南
の
玄
関
口
、
南
山
城
の
商
工
、

交
通
の
中
心
地
に
ふ
さ
わ
し
い
地

域
整
備
が
図
ら
れ
ぷ
つ
と
し
て
い

ま
す
。

▲京滋バイパス建設工事

　新しい動脈道路として建設が進む(棋島町郡付近)。

　
進
む
国
体
関
連

　
　
　
　
　
　
施
設
整
備

　
夏
季
大
会
ま
で
六
百
十
二
日
、

秋
季
大
会
ま
で
六
百
五
十
三
日
に

迫
っ
た
京
都
国
体
。

　
府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
で
は
、

夏
季
大
会
の
主
会
場
と
し
て
五
十

・
二
十
五
訂
の
競
泳
プ
ー
ル
を
始

め
、
府
内
で
唯
一
の
飛
び
込
み
プ

ー
ル
が
、
既
に
完
成
。

　
ま
た
、
秋
季
大
会
サ
″
力
１
・

ト
宇
治
淀
線
立
体
交
差
事
業

　
秋
の
開
業
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
近
鉄
大
久
保
駅

　
付
近
高
架
工
事
。

ト
黄
葉
公
園
体
育
館
完
成
予
想
図

　
京
都
国
体
開
催
ま
で
に
完
成
を
目
指
し
、
昨
年
末
か
ら
一
部

　
工
事
に
。

▲太陽が丘競泳プール

　夏季大会ではメイン会場に。

　
本
市
で
は
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

第
一
次
に
続
く
第
二
次
総
合
計
画
の
中
の
「
み
ど
り
豊
か
な
　
住

み
た
い
　
住
ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」
づ
く
り
・
・
・
を
テ
ー
マ
に
、
都

市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
は
、
一
年
後
に
迫

っ
た
京
都
国
体
の
成
功
を
期
し
、
道
路
や
競
技
施
設
な
ど
諸
条
件

の
整
備
に
、
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
本

市
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
の
か
を
、
写
真
を
中
心
に
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

▲太陽が丘飛び込みプール

　｢片持ち梁(はり)式｣飛び込み台。府下

　で唯一の飛び込みプール。

哺
西
宇
治
運
動
公
園
芝
生
広
場

　
本
年
秋
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ハ
ー
サ
ル

　
大
会
を
開
催
。

678

施
設
交
通
道
路

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
施
設
も
、
太

陽
が
丘
球
技
場
を
始
め
、
本
年
三

月
に
は
西
宇
治
運
動
公
園
芝
生
広

場
の
整
備
が
整
う
な
ど
、
着
々
と

進
行
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
中
核

施
設
と
し
て
、
黄
堅
公
園
体
育
館

も
京
都
国
体
開
催
ま
で
を
目
標
に
、

昨
年
末
か
ら
建
設
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
諸
条
件
の
整
備
に
努
め
、

市
民
総
参
加
の
下
に
、
一
年
後
の

京
都
国
体
成
功
に
向
け
一
層
の
取

り
組
み
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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